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平成20年９月橋本市議会定例会会議録（第１号）その２ 

平成20年９月１日（月） 

                                           

      

（午前９時31分 開議） 

○議長（中上良隆君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は23人で、定足数に達

しております。 

                     

○議長（中上良隆君）これより平成20年９月

橋本市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                     

○議長（中上良隆君）今定例会に出席の説明

員については、お手元に出席説明員表を配付

いたしております。 

                     

○議長（中上良隆君）この際、諸般の報告を

いたします。 

 市長から平成20年８月22日付、橋総第93号

をもって、本日招集の市議会定例会に提出す

る議案33件が送付されております。議案はお

手元に配付いたしております。これを今会期

中に審議願います。 

 次に、平成19年度橋本市土地開発公社決算

報告書、平成19年度財団法人橋本市文化スポ

ーツ振興公社事業報告書・収支決算報告書の

提出がありましたので、それぞれお手元に配

付いたしております。 

 次に、監査委員から、平成20年８月７日付、

橋監委第37号並びに橋監委第44号をもって例

月出納検査報告書の提出がありましたので、

その写しを配付いたしております。 

 次に、市長から、平成20年８月21日付、橋

総第90号をもって健全化判断比率の報告、同

じく橋総第91号をもって資金不足比率の報告

があったので、それぞれその写しを配付いた

しております。 

 次に、平成20年８月22日付、橋総第94号を

もって市長専決処分事項の報告があったので、

その写しを配付いたしております。 

 次に、議会事務局から、平成20年６月１日

から８月31日までの議会関係行事報告書を配

付いたしております。それぞれご覧願います。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中上良隆君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第81条

の規定により、議長において10番 平林君、

15番 石橋君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 会期決定について 

○議長（中上良隆君）日程第２ 会期決定に

ついて を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、

本日から９月22日までの22日間といたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から９月22日までの22

日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、

お手元に配付の予定表のとおりでありますの

で、ご了承願います。 

                     

 日程第３ 承認第１号 専決処分事項の承

認について（平成20年度橋本市一般会計補

正予算（第４号）について） から、日程
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第35 議案第15号 控訴上の和解について 

までの33件 

○議長（中上良隆君）日程第３ 承認第１号

専決処分事項の承認について（平成20年度橋

本市一般会計補正予算（第４号）について）

から、日程第35 議案第15号 控訴上の和解

について までの33件を一括議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）皆さん、おはようござ

います。 

 本日、９月市議会定例会を招集いたしまし

たところ、議員の皆さまにおかれましては、

公私ご多用の中、ご参集を賜りまして、厚く

御礼を申し上げます。 

 今年の夏は高温少雨でうだるような酷暑が

続きまして、地球温暖化による気象変動を考

えさせられる夏でございました。９月に入り

ましてもまだまだ暑い日が続いておりますの

で、議員の皆さん方におかれましては体調管

理には十分にご配慮していただきますようお

願いを申し上げます。 

 それでは、提出議案の説明に先立ちまして、

６月市議会定例会以降の閉会中に生じた主な

出来事について、ご報告をさせていただきま

す。 

 まずはじめに、議員各位におかれましては

既にご承知のこととは存じますが、去る８月

21日、九度山町長並びに九度山町議会議長か

ら合併協議の申し入れがございました。本件

につきましては、議会とも十分相談をさせて

いただきながら、適切な対応をしてまいりた

いと考えております。 

 次に、企業誘致についてでございますが、

去る７月16日に紀北橋本エコヒルズにおきま

して、アルバックマテリアル株式会社和歌山

事業所の新築工事起工式がとり行われました。

その後の建設につきましては、和歌山県、ア

ルバックグループ関連会社、建設関連企業の

皆さん方のご協力により、工程に従って順調

に進んでおるところであります。操業は平成

21年２月の予定となってございます。 

 また、奈良県五條市の有限会社コバタ総合

研究所が橋本市の紀北橋本エコヒルズに進出

していただくこととなり、８月29日に中上議

長、中本企業誘致対策調査特別委員会委員長

が立ち会いで調印式を行いました。投資予定

額は２億5,000万円、敷地面積１万5,000㎡、

建物として延べ床面積2,000㎡でございます。

操業開始は平成21年４月ごろということにな

ってございます。 

 コバタ研究所はサプリメント、健康食品を

中心に研究開発、製造、販売を行っておると

いうことで、特に食品の研究開発の中で特産

であります、柿のパウダーとか、非常に専門

家も大勢おられるので、柿の加工の研究を積

極的に取り組んでいきたいという心強いお話

がございました。雇用は初年度は15名でござ

いますが、３年間で約30名を新規に雇用いた

だく予定でございます。 

 次に、８月15日に開催いたしました第59回

紀の川祭は、幸いにも天候に恵まれまして、

市民をはじめ県内外から多くの皆様にお越し

いただき、大変なにぎわいを見せました。と

りわけ、和歌山県の仁坂知事にお越しいただ

き、夕暮れの紀の川を背景にした演歌歌手坂

本冬美さんのステージは熱気あふれる素晴ら

しい催しとなりました。知事は最後の「ナイ

アガラの滝」の終了までご覧いただいており

ます。 

 また、安全対策につきましては、すべての

イベントに万全を期したところであり、事故

もなく無事終了することができました。実行

委員会をはじめ関係の皆様方に心から感謝と
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御礼を申し上げます。 

 次に、昨日の８月31日日曜日、市職員を対

象とした防災訓練を実施いたしました。基礎

体力の向上と被害状況の収集を目的に、管理

職及び一般職員の希望者約120名参加のもと、

午前６時に市役所本庁を出発いたしまして、

境原方面と山田方面の二組に分かれ、それぞ

れ約14kmの道のりを歩行する訓練を行ったと

ころであります。私は、非常時の際に、職員

が的確に任務を遂行するためには、日頃から

訓練を積み重ねる以外にないと考えており、

これからも定期的に実施してまいりたいと考

えております。 

 特に、字界とか地域の状況を携帯のマイク

で説明をしながら、業務上非常にこのことも

大切であると認識をいたしておるところでご

ざいます。 

 次に、2008年北京パラリンピック大会に出

場される中村智太郎選手についてでございま

す。中村選手は大会３日目の９月９日、水泳

競技男子100ｍ平泳ぎに出場いたします。前回

のアテネ大会では見事銅メダルを獲得されま

した。今大会でも前回以上の成績が期待され

ている選手でございます。私たちの郷土、橋

本市が生んだすばらしい選手に、市民の皆さ

ん方などから約32万円のカンパと約200名の

日の丸への寄せ書きをいただきました。カン

パと寄せ書きは８月26日の壮行会にて多くの

議員の皆さんのご出席とともに、関係自治会

それぞれの関係しておる方150名が出席して

いただきまして、本人に手渡しをいたしたと

ころであります。皆さん方の温かいご理解と

ご協力に対し、厚く御礼を申し上げますとと

もに、中村選手の頑張りを期待し、一生懸命

応援してまいりたいと考えております。 

 また、本市赤塚出身の横浜高校野球部の筒

香嘉智選手は、春の第80回選抜高等学校野球

大会に続いて、第90回全国高等学校野球選手

権記念大会で南神奈川代表として甲子園に出

場されました。打順４番の重責を任され、今

大会通算３本塁打、14打点、１試合個人最多

打点タイの８打点、歴代23人目の２打席連続

本塁打など記録づくめの大活躍をされました。

まだ２年生であり、今後のご活躍を期待して

おるところでございます。 

 さらに、硬式野球の中学年代でクラブチー

ムをつくってございます。日本一を争う全国

大会、第２回全国中学校野球選手権大会 ジ

ャイアンツカップが８月11日から５日間にわ

たり、東京で開催されました。全国1,323チー

ムから勝ち抜いた32チームが、中学生硬式野

球日本一をかけた熱戦を繰り広げられました。

和歌山県からは、主に橋本市の中学生で構成

される和歌山北ボーイズが参加され、チャン

スをものにするチーム力野球で全国の強豪を

次々と下し、最終、東京ドームでの決勝まで

勝ち進み、惜敗はしたものの準優勝という見

事な成績を挙げられました。過日、その選手

一同がご報告に参ってございますが、今後の

さらなる飛躍を祈念する次第であります。 

 その他、県優勝され全国大会出場の恋野小

学校の自転車、あるいは剣道、柔道、ゲート

ボール、多くの夏のスポーツで立派に和歌山

県の代表として、橋本市からたくさんの皆さ

んが全国大会に臨まれておるわけでございま

して、青少年の健全育成等を中心に、あるい

は老人の健康保全という面からも、非常に今

までにない多くの成果を挙げられたというこ

とで喜んでおるところでございます。 

 また、７月27日には県下消防ポンプで操法

大会がございまして、県下22チーム出場の中、

高野口第２分団が優勝し、昨年に続き橋本消

防団が２連覇を成し遂げておることも非常に

うれしく思ってございます。そしてまた、市

消防本部の若手の平井、田村君は、ロープ応

用登はんの県大会でこれまた優勝をされまし
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た。この８月29日に九州で開催の全国消防救

助技術大会へ県代表として出場され、見事入

賞を果たしてございます。 

 この夏の間のいろいろの全国ベースでの幅

広い展開をされております、我が橋本市のそ

れぞれの皆さん方が、本当に熱意をあらわし

ていただいておるわけでございます。 

 以上、６月市議会定例会以降の閉会中にお

ける主な出来事についてご報告をさせていた

だきました。 

 それでは、続いて、提案いたします議案に

つきましてご説明をさせていただきます。 

 今議会には、去る７月30日に市長専決処分

を行った平成20年度一般会計補正予算などの

承認案件２件のほか、平成19年度橋本市一般

会計及び各特別会計、各企業会計の決算認定

案件が16件、平成20年度一般会計及び特別会

計・企業会計の各補正予算案７件、条例関係

４件、その他の案件として市道の認定、字の

区域の変更など４件、合計33件を上程いたし

ております。 

 まず、承認第１号 平成20年度橋本市一般

会計補正予算（第４号）でございますが、去

る５月24日から25日にかけての豪雨により、

農地農業用施設８箇所が被災し、そのうち農

道３箇所については早期に工事着手しなけれ

ば農作業に支障を来すとの理由から、７月29

日の国による災害査定を受けた後、翌日に専

決処分を行ったものであります。 

 次に、承認第２号は、橋本市報酬及び費用

弁償等支給条例の一部を改正する条例につい

てでございます。 

 この条例改正は、議員の報酬の支給方法等

が他の行政委員会の委員等の報酬の支給方法

などと異なっていることを明確にするため、

地方自治法の一部が改正されたことによるも

ので、当条例の関係規定の整備を行うもので

あります。 

 いずれも急施を要したため、地方自治法第

179条第１項の規定に基づき専決処分をした

もので、同条第３項の規定により議会の承認

を求めるものであります。 

 続いて、認定第１号から認定第16号までは、

平成19年度一般会計をはじめとする各会計の

決算でございます。 

 認定第１号は、平成19年度橋本市一般会計

決算の認定についてであります。 

 その概要は、歳入総額が261億982万5,080

円、歳出総額が258億6,745万1,922円で、歳入

歳出を差し引きしますと２億4,237万3,158円

の黒字となり、このうち翌年度への繰り越し

事業の財源8,517万3,000円を除きますと、差

し引き実質収支額といたしましては、１億

5,720万158円の黒字となります。 

 なお、この実質収支黒字額１億5,720万158

円のうち、8,000万円は地方自治法第233条の

２、ただし書きの規定により、翌年度に繰り

越さず、条例の定めるところにより財政調整

基金に積み立てを行っております。 

 また、認定第２号から認定第14号までは各

特別会計の決算であり、いずれの会計も黒字

決算であります。 

 続いて、認定第15号と認定第16号は企業会

計の決算でございます。 

 まず、認定第15号は、平成19年度橋本市水

道事業会計の決算であり、市人口の減少に伴

い給水人口も伸び悩み、加えて市民の節水意

識の高揚により年間有収水量が、前年度より

約９万3,000㎥減少いたしました。これに伴い

給水収益も減少いたしましたが、企業債の繰

上償還による借入残高の圧縮により、支払利

息を減らしたほか、土地の売却益などにより

単年度純利益として4,338万5,915円を計上す

ることができました。 

 認定第16号は、平成19年度橋本市病院事業

会計の決算についてであります。 
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 平成19年度では、医師の増員を図ることで

医療提供体制のさらなる充実と稼働病床30床

の増床を行った結果、総患者数は前年度に比

べ１万6,675人の増加となり、総収入で７億

5,203万9,473円の増収となりました。この結

果、純損失は７億4,239万8,102円で、前年度

より４億334万1,761円の改善を図ることがで

きました。 

 以上が、平成19年度橋本市各会計決算の概

要でございます。 

 なお、決算状況につきましては、各会計歳

入歳出決算書のほか、監査委員の決算審査意

見書及び主要施策成果報告書をあわせて提出

させていただきましたので、ご照覧の上ご審

議いただき、認定賜りますようお願いを申し

上げます。 

 次に、平成19年度決算に関係して、本市の

財政健全化判断比率について、ご報告申し上

げます。 

 財政健全化判断比率につきましては、財政

破綻団体ができるのを未然に防ぐため、平成

19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に

関する法律」が成立し、普通会計における実

質赤字比率、普通会計、特別会計、公営企業

会計も含めた連結実質赤字比率、さらに一部

事務組合や広域連合なども含めて算定した実

質公債費比率、その上に地方公社や第３セク

ター等も加えて算定した将来負担比率の４指

標と、公営企業会計だけ適用される資金不足

比率を合わせた計５指標について、平成19年

度各会計決算をもとに算定し、今年度から議

会に報告し、かつ公表しなければならないと

されてございます。 

 また、平成21年度以降は、前年度決算をも

とに算定したそれぞれの比率が、早期健全化

基準または財政再生基準以上となれば、財政

健全化計画または財政再生計画を策定し、議

会の議決を得なければなりません。 

 既に、本市の指標につきましては、県での

算定数値の確認、市監査委員の審査を経てお

り、今議会に別紙報告書のとおり、監査委員

の意見書を付してご報告させていただきまし

た。 

 お手元の「健全化判断比率の報告について」

と「資金不足比率の報告について」をご覧い

ただきますようお願いいたします。 

 まず、「健全化判断比率の報告について」で

ございます。 

 実質赤字比率は、普通会計ベースにおける

実質赤字の標準財政規模に対する比率をあら

わすもので、本市は赤字決算を計上していな

いため数値として現れておりません。ちなみ

に、本市の早期健全化基準は12.8％、財政再

生基準では20％で、約18億8,000万円の赤字を

計上すれば早期健全化団体に、また約29億

4,000万円の赤字を計上すれば財政再生団体

となります。 

 次に、連結実質赤字比率は、一般会計、特

別会計、企業会計のすべての会計を対象とし

た実質赤字の標準財政規模に対する比率をあ

らわすもので、本市は病院事業会計が赤字決

算となるものの、病院以外の会計の合計額が

この赤字額を上回る黒字決算となるため、実

質赤字比率と同様、数値としてはあらわれて

まいりません。ちなみに、連結実質赤字比率

における本市の早期健全化基準は、17.8％、

財政再生基準は40％で、約26億1,000万円の赤

字を計上すれば早期健全化団体に、また約58

億8,000万円の赤字を計上すれば財政再生団

体となります。 

 次に、実質公債費比率は、一般会計等が負

担する元利償還金及び準元利償還金の標準財

政規模に対する比率をあらわすもので、本市

の実質公債費比率は13.5％となり、25％以上

で早期健全化団体、35％以上となると財政再

生団体となります。 
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 また、将来負担比率は、一般会計等が将来

負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対

する比率をあらわすもので、本市の将来負担

比率は165.2％となり、350％以上で早期健全

化団体となります。 

 以上が本市の平成19年度決算をもとに算定

した４指標の比率であります。 

 続いて、「資金不足比率の報告について」を

ご覧いただきますようお願いいたします。 

 この資金不足比率は、公営企業会計だけに

適用される比率でございますが、本市の場合、

病院事業会計が平成19年度資金不足額として

８億7,304万4,000円と算定されるため、資金

不足比率としては17.7％となります。この比

率が20％以上となりますと、病院事業会計に

おいて経営健全化計画を策定しなければなら

ないこととなります。 

 現在、医療収益の順調な伸びにあわせ、５

カ年で不良債務を解消すべく取り組んでおり

ますので、比率的には今後減少していくと考

えております。 

 いずれにいたしましても、本市の各指標の

比率は早期健全化団体や財政再生団体となる

ような数値でございませんが、依然として財

政状況は厳しい現状に変わりはなく、今後も

引き続き経費削減などに鋭意取り組んでまい

りたいと考えております。 

 今後とも、議員各位のご理解とご協力をお

願い申し上げ、財政健全化判断比率について

のご報告とさせていただきます。 

 続きまして、議案第１号 平成20年度橋本

市一般会計補正予算（第５号）でございます

が、９月補正予算額といたしましては、８億

3,915万8,000円で、本年度予算総額は246億

8,269万3,000円となります。 

 なお、９月補正予算額８億3,915万8,000円

の中には、企業誘致を進めるための３億8,000

万円の積立金のほか、今後の公共施設等の維

持管理のための積立金3,200万円やふるさと

応援基金積立金50万円も含まれております。 

 歳入の主なものをご説明いたしますと、歳

出予算に伴う特定財源として分担金、国庫支

出金、県支出金、寄付金、諸収入、市債など

をそれぞれ計上したほか、特定財源を差し引

いた一般財源の必要額２億4,919万7,000円の

財源として、地方交付税や特別会計繰入金、

前年度繰越金などを計上いたしました。 

 続いて、歳出の主な補正を申し上げますと、

総務費では、６月補正予算（第３号）で計上

いたしました応其上人没後400年顕彰事業に

要する経費を、橋本市応其上人没後400年顕彰

事業実行委員会に補助金として支出すること

とし、予算の組み替えを行っております。 

 また、今議会に上程しております橋本市ふ

るさと応援基金の条例制定に伴い、当基金へ

の積立金として50万円を予算化いたしました。 

 さらに、企業誘致を積極的に進めるため、

橋本隅田地区Ｓゾーンの造成設計委託料とし

て1,530万円を計上するとともに、紀北橋本エ

コヒルズの橋本隅田地区Ｇ６街区の一部造成

を独立行政法人都市再生機構に委託する経費

１億円を予算化しております。 

 なお、この財源には、今議会に上程してお

ります橋本市企業誘致対策基金に３億8,000

万円を一旦積み立て、その一部を取り崩して

橋本隅田地区Ｇ６街区の一部造成費に充当し

ております。 

 次に、過誤納還付金として6,225万4,000円

を計上いたしました。還付金の主なものは、

国から地方への税源移譲によって生じる措置

で、平成19年度分の所得税が課税されない程

度の所得となった方を対象に住民税を還付す

るものであります。 

 また、市税賦課に要する経費では、平成20

年４月の地方税法の改正により、公的年金の

支払いを受けている方の個人住民税が、平成
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21年10月から特別徴収されるのに伴い、社会

保険庁などから電子データでその情報を提供

してもらうため、エルタックス（電子システ

ム）導入委託料として500万円を予算化いたし

ました。 

 次に、民生費では、三石台保育園周辺の急

傾斜・土石流危険箇所監視装置設置委託料と

して1,100万円を計上したほか、幼保一元化施

設高野口こども園の遊具や園用備品などの購

入費として3,200万円を計上するとともに、平

成20年２月８日に児童扶養手当法施行令の一

部が改正され、それに伴い5,112万9,000円を

増額補正することといたしました。 

 農林水産業費では、各自治会からの要望も

多い農業施設等の補修用材料費を200万円増

額するとともに、商工費では、現在橋本駅構

内に設置されている観光案内所をＪＡ橋本駅

前ビルに移転する経費として、修繕料や備品

購入費など354万6,000円を予算化しておりま

す。 

 次に、土木費では、市道修繕費として400

万円を補正するとともに、最近の金属類の価

格高騰により市道に敷設している鉄板ぶたや

グレーチングの盗難が相次いでいるため、そ

の補充分として原材料費100万円を計上いた

しました。また、市道清水西畑幹線整備事業

においては用地買収の進捗に合わせ、工事費

等として2,456万6,000円を増額しております。 

 教育費の主なものでは、中国四川省の地震

による被害を背景に、国が教育施設の耐震化

を推進するため財政上の優遇措置を講じるこ

ととしたため、本市も国の方針に基づき、耐

震二次診断の結果、耐震指標（Ｉｓ値）が0.3

未満となった応其小学校、高野口中学校の耐

震補強工事を、平成20年度から22年度までの

３年間で実施することとし、今議会には平成

21年度に応其小学校の耐震補強を行うための

設計委託料として、567万5,000円を計上いた

しております。 

 なお、耐震指標（Ｉｓ値）が0.3を超える教

育施設については、地震防災緊急事業５カ年

計画に基づき、平成24年度までに随時補強工

事を行う計画でございます。 

 次に、災害復旧費では、去る５月24日から

25日にかけての豪雨により被災した農地農業

用施設８件のうち、先に専決処分を行った３

件を除く５件の工事費及び公共土木施設（道

路）２件の工事費等を計上いたしました。 

 また、９月補正予算要求時に各種団体等か

ら申請のあった団体補助金については、今年

度から適用した補助金等交付基準に基づき審

査を行った結果、55件の補助金が確定し、６

月補正時と同様に当初予算計上額との差額を

各科目で予算化いたしております。 

 次に、議案第２号から議案第６号までは各

特別会計補正予算であります。 

 まず、議案第２号 平成20年度橋本市国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）でござ

いますが、後期高齢者支援金及び介護保険給

付金の確定に伴う納付金の減額や過年度精算

に伴う療養給付費交付金返還金及び一般会計

からの繰入金の過年度精算金を繰出金に計上

しております。 

 議案第３号 平成20年度橋本市老人保健特

別会計補正予算（第１号）は、歳入では、平

成19年度における老人保健医療給付費等の精

算による国費などの追加交付金を計上すると

ともに、歳出では、県費の返還金及び一般会

計からの繰入金の過年度精算金を繰出金に計

上しております。 

 議案第４号 平成20年度橋本市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第１号）は、本事

業にかかる消費税の支払い見込み額の増額に

伴い補正を行うものであります。 

 議案第５号 平成20年度橋本市介護保険特

別会計補正予算（第１号）は、平成19年度に
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おける介護給付費等の確定に伴う国・県など

への返還金及び一般会計からの繰入金の過年

度精算金を繰出金に計上しております。 

 議案第６号 平成20年度橋本市後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）は、本年６

月の後期高齢者医療の制度改正により、当初

保険料の更正が生じることから納付書などの

印刷経費を増額補正するものであります。 

 議案第７号 平成20年度橋本市病院事業会

計補正予算（第２号）は、賠償金並びにその

損害保険収入について特別利益及び特別損失

に計上するものであります。 

 議案第８号は、橋本市ふるさと応援基金条

例の制定についてであります。本年４月30日

にふるさと納税制度関係法律案が成立したこ

とにより、地方公共団体に寄附金を納めてい

ただくと、一定の限度まで個人住民税や所得

税が軽減されるようになりました。本市では、

ふるさと橋本応援基金という名称で寄附金を

募集しているところでございますが、既に６

件の申し出があり、うち４件は納付済みとな

っておりますので、いただいた寄附金を適正

に管理運用するため橋本市ふるさと応援基金

を設置するものであります。 

 議案第９号は、橋本市企業誘致対策基金条

例の制定についてであります。全国的に企業

立地活動が活発になる中、本市におきまして

も鋭意企業誘致に取り組んでおり、その成果

が徐々に現れてきております。この機を逃さ

ず企業誘致を円滑に進めるため、橋本市企業

誘致対策基金を設置し、誘致用地の整備等を

図りたく提案いたしました。 

 議案第10号は、橋本市公共施設等管理基金

条例の制定についてであります。これは、宅

地開発等により市に移管された道路や緑地と

いった公共施設等を維持管理するために必要

な資金に充てるため、橋本市公共施設等管理

基金を設置するものであります。 

 議案第11号は、橋本市職員の公益法人等へ

の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

についてであります。これは、公益法人等へ

の一般職の地方公務員の派遣等に関する法律

の一部改正に伴い所要の改正を行うものであ

ります。 

 議案第12号は、市道の認定及び廃止につい

てであります。これは、南側道東家市脇線ほ

か17路線を新たに市道として認定するととも

に、京奈和橋本道路事業に伴い３路線を廃止

するものです。 

 議案第13号は、字の新設についてでありま

す。独立行政法人都市再生機構が施行してお

ります橋本都市計画事業橋本隅田土地区画整

理事業につきましては、使用収益が平成21年、

換地処分が平成24年に予定されております。

つきましては、当該事業の換地処分予定区域

及び隣接区域をもって行政区画といたしたい

ので、新たに「紀ノ光台」という字を設置し

たく議会の議決を求めるものであります。 

 議案第14号は、訴訟の提起についてであり

ます。これは、平成19年６月９日の豪雨によ

り、隅田町下兵庫にある水野煕樹氏所有のブ

ロック積擁壁が崩落し、市所有の農業用水路

が損害を受けた件に関し、水野氏に対して、

当該崩落により農業用水路及び隣接の水田上

に堆積したコンクリート片及び土砂の除去、

今後の崩落を防止するためのブロック積擁壁

の設置並びに市がこうむった損害の賠償を求

める訴訟を提起したいので、地方自治法第96

条第１項第12号の規定により議会の議決を求

めるものであります。 

 議案第15号は、控訴上の和解についてであ

ります。これは、平成15年に発生した架空の

生活保護支援システム導入事件に際し、使用

者責任があるとして、協同リース株式会社か

ら本市に対して損害賠償請求が提起された件

について、本年４月21日大阪地方裁判所にお
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いて出された判決に、双方とも不服として上

級審に控訴しておりましたが、去る７月30日

大阪高等裁判所から和解勧告がなされ、これ

以上有利な判決が望みがたく、当該勧告を受

諾するのが相当と考えますので、和解につい

て議会の議決を求めるものであります。 

 以上、承認２件、認定16件、議案15件、計

33件についてご説明を申し上げました。議員

各位にはよろしくご審議の上、ご賛同を賜り

ますようお願いを申し上げ、提案の説明とい

たします。 

○議長（中上良隆君）市長の説明が終わりま

した。 

                     

○議長（中上良隆君）以上で本日の日程は終

わりました。 

 お諮りいたします。明９月２日から９月７

日までの６日間は議案調査等のため休会とし、

９月８日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

（午前10時14分 散会） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


